
(57)【要約】

【課題】よさこい踊り、に使用される鳴子板に関するも

ので、従来の鳴子板は、踊りながら、両手に持った鳴子

板を振る事により、その板の両面に付いている拍子木が

交互に板をたたき、リズム感のある音を発生して盛り上

がりのあるパレードを行ってきた。

　しかし、夕刻や夜間では、音の発生だけでは、盛り上

がりに乏しく、視覚的に昼間より格段に劣る演出となっ

ている。

　鳴子板に照明を付けて、演出効果を上げる方法が良い

のだが、そのような鳴子板が市場に全く無いのが現状で

ある。

【解決手段】本発明になる照明手段付き鳴子板、あるい

は鳴子板補助具は、電池あるいは、化学的な溶液混合に

より発光する照明手段を設けたもので、夕刻あるいは夜

間では、拍子木による音と共に、鳴子板に付いた照明手

段による光りが乱舞して、音の発生と共に光りを伴った

視覚的に演出効果の高い、パレードとなるようにしたも

のである。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
把 手 を 有 す る 板 本 体 と 板 に 設 け ら れ た 拍 子 木 部 よ り な る 任 意 の 鳴 子 板 の 上 部 あ る い は 側 部
に 、 電 池 、 溶 液 混 合 発 光 体 等 の 照 明 手 段 を 設 け た 照 明 手 段 付 き 鳴 子 板 。
【 請 求 項 ２ 】
任 意 の 鳴 子 板 の 前 部 、 あ る い は 背 面 に 、 拍 子 木 の 動 作 に 支 障 を き た さ な い よ う に 、 任 意 の
取 付 け 手 段 で 固 定 さ れ る 補 助 板 と 、 補 助 板 に 設 け ら れ た 任 意 の 照 明 手 段 と よ り な る 鳴 子 板
補 助 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 よ さ こ い 踊 り に 使 用 さ れ る 鳴 子 板 に 、 照 明 装 置 を 取 り 付 け た 、 鳴 子 板 に 関 す
る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 よ さ こ い 踊 り に 使 用 さ れ る 鳴 子 板 に 照 明 装 置 を 取 り 付 け た も の は ， 何 処 に も な く
、 夕 刻 、 夜 間 に は 、 鳴 子 板 に よ る 、 音 だ け が 発 生 す る よ う な 、 よ さ こ い 踊 り の 状 態 で あ っ
た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
（ イ ） 鳴 子 板 に 照 明 装 置 を 取 り 付 け た も の は ， 市 場 に は 見 ら れ 無 い 。
（ ロ ） 夜 間 の パ レ ー ド で は 、 視 覚 的 に 昼 間 よ り 格 段 に 劣 る 演 出 と な っ て い る 。
　 本 発 明 は 、 こ れ ら の 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 鳴 子 板 の 把 手 を 有 す る 板 本 体 と 、 板 に 設 け ら れ た 拍 子 木 部 よ り な る 任 意 の 鳴 子 板 の 上 部
あ る い は 側 部 に 、 電 池 、 溶 液 混 合 発 光 体 等 の 任 意 の 照 明 手 段 を 設 け た 照 明 手 段 付 き 鳴 子 板
。
　 又 は 任 意 の 鳴 子 板 の 前 部 、 あ る い は 背 面 に 、 拍 子 木 の 動 作 に 支 障 を き た さ な い よ う に 、
任 意 の 取 付 け 手 段 で 固 定 さ れ る 補 助 板 と 、 補 助 板 に 設 け ら れ た 任 意 の 照 明 手 段 と よ り な る
、 鳴 子 板 補 助 具 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 夕 刻 あ る い は 夜 間 の パ レ ー ド で は 、 拍 子 木 に よ る 音 の 発 生 と 共 に 、 鳴 子 板 に 付 い て い る
照 明 装 置 が 光 り 乱 舞 し 、 視 覚 的 に 格 段 と 演 出 効 果 が 向 上 す る 。
　 又 、 補 助 具 に お い て は 任 意 の 鳴 子 板 を 利 用 し て 同 様 の 効 果 を 得 る 事 が 出 来 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 一 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
（ イ ） 補 助 具 の 基 板 （ １ ） は 、 鳴 子 板 本 体 （ ２ ） と 外 形 が 同 形 状 で 中 央 に 拍 子 木 （ ３ ） の
動 作 に 支 障 を き た さ な い よ う な 形 で 開 口 部 が 設 け ら れ て い る 。
　 上 部 に は 照 明 部 （ ６ ） が 装 着 さ れ て お り 、 操 作 部 は 中 央 か ら 下 部 に 、 電 池 ケ ー ス （ ４ ）
電 池 （ ５ ） ス イ ッ チ （ ７ ） が 装 着 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ （ ７ ） は 継 続 的 な 状 態 の Ｏ Ｎ ， Ｏ
Ｆ Ｆ と 一 時 的 な 状 態 の Ｏ Ｎ ， Ｏ Ｆ Ｆ に 選 択 出 来 る 。 操 作 部 品 は 基 板 （ １ ） の 裏 面 の 配 線 （
８ ） で 接 続 さ れ て い る 。
（ ロ ） 照 明 部 （ ６ ） は 中 央 の 拡 散 部 （ １ １ ） と 拡 散 部 両 端 に 設 け ら れ た 照 射 機 構 部 （ １ ２
） と に よ り 構 成 さ れ て い る 。
　 拡 散 部 （ １ １ ） は 透 明 筒 の 中 に 拡 散 剤 を 含 む 充 填 物 を 充 填 し た も の で あ る 。 充 填 物 と し
て は 固 形 、 液 状 を 問 わ な い 。
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　 照 射 機 構 部 （ １ ２ ） は 図 ２ に 示 す よ う に 、 光 を 拡 散 部 （ １ １ ） 方 向 に 照 射 す る よ う に 発
光 体 （ １ ０ ） を カ バ ー （ ９ ） で 覆 っ た も の で あ る 。
　 本 発 明 の 第 一 実 施 は 以 上 の よ う な 構 成 で 、 こ れ を 使 用 す る と き は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、
鳴 子 板 本 体 （ ２ ） に 、 こ の 補 助 具 を ネ ジ や 両 面 テ ー プ 、 接 着 剤 等 従 来 用 い ら れ て い る 任 意
の 取 付 け 手 段 で 取 付 け 、 使 用 時 に ス イ ッ チ （ ７ ） を 押 せ ば 、 発 光 体 （ １ ０ ） が 発 光 し 、 拡
散 部 （ １ １ ） が 拡 散 発 光 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 二 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
（ イ ） 本 発 明 は 図 ４ に 示 す よ う に 、 鳴 子 板 本 体 （ ２ ） に 照 明 機 構 を 設 け た も の で あ る 。 拍
子 木 （ ３ ） を 有 す る 鳴 子 板 本 体 （ ２ ） の 上 部 に 管 状 の 溶 液 混 合 発 光 体 （ １ ３ ） が 任 意 の 部
分 に 任 意 の 形 状 で 、 支 持 具 ａ （ １ ４ ） に よ り 固 定 さ れ る 。
　 溶 液 混 合 発 光 体 （ １ ３ ） は 図 ５ に 示 す よ う に 、 外 管 （ １ ６ ） と 内 管 （ １ ７ ） で 構 成 さ れ
て お り 、 内 管 （ １ ７ ） の 外 周 に は Ａ 液 （ １ ８ ） が 密 封 状 態 で 充 填 さ れ て お り 、 内 部 に は Ｂ
液 （ １ ９ ） が 密 封 状 態 で 充 填 さ れ て い る 。
　 外 管 （ １ ６ ） は 弾 力 性 の あ る 透 明 な 物 質 で 作 ら れ て お り 、 内 管 （ １ ７ ） は 曲 げ る と 破 損
し や す い 透 明 な 物 質 で 作 ら れ て い る 。 Ａ 液 （ １ ８ ） と Ｂ 液 （ １ ９ ） は 単 独 で は 安 定 し た 状
態 を 保 っ て い る が 、 両 液 が 混 合 す る と 化 学 反 応 に よ り 光 を 発 生 す る よ う な 液 体 が 充 填 さ れ
て い る 。
　 支 持 具 ａ （ １ ４ ） は 溶 液 混 合 発 光 体 （ １ ３ ） を 任 意 の 形 状 に し て 両 端 を 支 持 す る 。 あ る
い は 任 意 の 個 所 を 任 意 に 支 持 し て 使 用 時 に は 脱 落 せ ず に 、 取 付 け は 簡 単 に 行 え る よ う に す
る 。
　 本 発 明 の 第 二 実 施 は 以 上 の よ う な 構 成 で 、 こ れ を 使 用 す る と き は 溶 液 混 合 発 光 体 （ １ ３
） を 、 端 か ら 順 に 軽 く 折 り 曲 げ て 、 内 管 （ １ ７ ） を 破 損 す る と 中 の Ｂ 液 （ １ ８ ） が 外 管 （
１ ６ ） の Ａ 液 （ １ ８ ） と 混 合 し て 化 学 反 応 を お こ し 、 光 り を 発 生 す る の で こ れ を 、 任 意 の
形 状 に し て 、 鳴 子 板 本 体 （ ２ ） の 支 持 具 ａ （ １ ４ ） に 取 付 け る 。
　 尚 、 溶 液 混 合 発 光 体 （ １ ３ ） の 取 付 け に 関 し て は 、 様 様 な 形 態 が 可 能 で あ る 。 そ の 一 つ
が 図 ７ で あ り 、 溶 液 混 合 発 光 体 （ １ ３ ） の 中 央 部 を 支 持 具 ｂ （ １ ５ ） に よ り 支 持 し た 形 態
と な っ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 　 本 発 明 の 、 補 助 具 の 、 一 部 を 切 り 欠 い た 、 斜 視 図
【 図 ２ 】 　 本 発 明 の 、 照 明 部 分 の 部 品 構 成 を 示 し 、 一 部 を 切 り 欠 い た 、 斜 視 図
【 図 ３ 】 　 本 発 明 の 、 照 明 装 置 付 き 鳴 子 板 の 、 斜 視 図
【 図 ４ 】 　 本 発 明 の 、 溶 液 混 合 発 光 体 を 鳴 子 板 の 支 持 具 ａ に 取 付 け た 、 斜 視 図
【 図 ５ 】 　 本 発 明 の 、 溶 液 混 合 発 光 体 を 切 断 し 、 一 部 を 切 り 欠 い た 、 斜 視 図
【 図 ６ 】 　 本 発 明 の 、 溶 液 混 合 発 光 体 の 図 ６ の Ａ － Ａ 断 面 図
【 図 ７ 】 　 本 発 明 の 、 溶 液 混 合 発 光 体 を 鳴 子 板 の 支 持 具 ｂ に 取 付 け た 上 部 の 、 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 １ 　 基 板
　 ２ 　 鳴 子 板 本 体
　 ３ 　 拍 子 木
　 ４ 　 電 池 ケ ー ス
　 ５ 　 電 池
　 ６ 　 照 明 部
　 ７ 　 ス イ ッ チ
　 ８ 　 配 線
　 ９ 　 カ バ ー
１ ０ 　 発 光 体
１ １ 　 拡 散 部
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１ ２ 　 照 射 機 構 部
１ ３ 　 溶 液 混 合 発 光 体
１ ４ 　 支 持 具 ａ
１ ５ 　 支 持 具 ｂ
１ ６ 　 外 管
１ ７ 　 内 管
１ ８ 　 Ａ 液
１ ９ 　 Ｂ 液

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(4) JP 2006-18209 A 2006.1.19



【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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